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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
３
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）は

　

午
前
９
時　

分
〜
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３
月
３
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月
）・　
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月
）・　

１０
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日（
月
）

２４

３１

は

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　http://w

w
w
.sia.go.jp/

年
金
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談
窓
口
を
時
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延
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岡
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▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

●
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届

の
提
出
を

　

年
金
受
給
中
の
方
が
引
越
し
に

よ
り
住
所
・
受
取
機
関
を
変
更
す

る
と
き
は
、
「
住
所
・
支
払
機
関

変
更
届（
ハ
ガ
キ
様
式
）」
を
新
住

所
地
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
払
機
関
を
変
更
す
る
場
合

　

新
し
い
金
融
機
関
・
郵
便
局
で

口
座
番
号
の
証
明
を
受
け
て
、
次

の
年
金
支
払
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
手
続
き
く
だ
さ
い
。
１
カ
月
以

内
の
と
き
に
は
、
年
金
の
支
払
が

変
更
前
の
支
払
機
関
と
な
り
ま
す
。

　

変
更
後
の
支
払
機
関
へ
の
支
払

を
確
認
す
る
ま
で
は
、旧
口
座
は
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
変
更
届
を
提
出
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の
郵
便
局
へ
も
郵
便

物
の
転
送
を
ハ
ガ
キ
で
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。社
会
保
険
事
務
所
の

住
所
変
更
処
理
が
済
む
ま
で
は
、

前
住
所
地
に
年
金
に
関
す
る
郵

便
物
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
勤
務
先
に
年
金
手
帳
の
提
出
を

　

会
社
員
な
ど
に
な
る　

歳
以
上

２０

の
方
は
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第

１
号
被
保
険
者
か
ら
第
２
号
被
保

険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

　

種
別
変
更
の
手
続
き
は
勤
務
先

が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年
金
手

帳
を
勤
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

年
金
手
帳
に
は
基
礎
年
金
番
号

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基

礎
年
金
番
号
は
、
公
的
年
金
共
通

の
番
号
で
、
転
職
や
退
職
な
ど
で

加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ
て

も
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
学
生
さ
ん
は
、

勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う

年
金
手
帳
を
確

認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を

紛
失
し
た
方
は
、

市
民
課
市
民
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

口
座
振
替
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
利
用
し
た
納
付
に
加
え
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
納
付
方
法
は
、
あ
ら
か
じ

め
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
係

る
申
出
を
行
い
、
承
認
さ
れ
れ
ば
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
被
保

険
者
に
代
わ
っ
て
保
険
料
を
立
替

納
付
し
、
カ
ー
ド
利
用
代
金
と
し

て
被
保
険
者
に
請
求
さ
れ
る
も
の

で
す
。

▽
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
の
う
ち
、
定
額
保
険
料

納
付
者
で
、
社
会
保
険
庁
が
承

認
し
た
方

※
支
払
免
除
該
当
者
は
対
象
外

▽
納
付
方
法　

毎
月
納
付
、
１
年

前
納
、
６
カ
月
前
納
が
で
き
ま

す
。

▽
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

社
会
保
険
庁
が
指
定
し
た
会
社

　

が
発
行
し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

カ
ー
ド
お
よ

　

び
指
定
会
社

　

と
連
携
し
て

　

い
る
国
際
ブ

　

ラ
ン
ド（
下
記

一
覧
）が
付
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
す
。

▽
実
施
時
期　

２
月
１
日
か
ら
申

出
受
付
を
開
始
し
て
お
り
、
初

回
納
付
は
３
月
末
（
３
月
分
保

険
料
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

▽
割
引　

１
年
前
納
お
よ
び
６
カ

月
前
納
し
た
場
合
は
、
現
金
で

納
め
た
場
合
と
同
額
の
割
引
と

な
り
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
申
請
」
が
、
平
成　

年
か

２０

ら
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　

２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
被
保
険
者
の
う

ち
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
方
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
社
会
保
険
事
務
局
事
務
セ

ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ

た
場
合
や
失
業
等
を
事
由
と
す
る

申
請
を
す
る
場
合
は
、
新
様
式
に

よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民

課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
で
在
学
証
明
書
な
ど
を

添
付
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

今
春
就
職
す
る
学
生
さ
ん
へ

年
金
受
給
中
で

引
越
し
す
る
方
へ

保
険
料
の
納
付
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
で
き
ま
す

学
生
納
付
特
例
申
請
が

簡
単
に
な
り
ま
す

ＪＣＢ
ＶＩＳＡ
Ｍａｓｔｅｒ　Ｃａｒｄ
Ｄｉｎｅｒｓ　Ｃｌｕｂ

■国際ブランド
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地域包括支援センターだより シリーズ 認知症を知ろう！ 
　今回は、認知症についてお知らせします。 
　平成19年度に厚生労働省が行った調査では、家庭内で虐待を受けた高齢者の約４割に認知症
の症状があることが分かりました。これには、認知症の高齢者を介護する家族にとって、親や配偶者
が認知症になったという事実を受け入れることができない、あるいは認知症によって引き起こされる症
状への対応方法が分からないなどの原因が考えられます。 
　認知症は、誰もが当事者になるおそれのある病気であり、また、認知症の方と介護する家族へのサ
ポートが、虐待防止の鍵を握ります。地域をあげて認知症に対する認識を深めて、適切に対応してい
きましょう。　　　　　　　　　　　　《問合せ》介護保険課地域包括支援センター  24-2401
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認
知
症
は
、
記
憶
力
・
判
断
力

が
低
下
す
る「
病
気
」で
す
。
食
事

を
し
た
ば
か
り
な
の
に
「
ご
飯
は

ま
だ
か
？
」
と
言
っ
た
り
、
財
布

を
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
て
し
ま

い
、「
財
布
が
な
い
、
誰
か
が
盗
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
被
害
妄

想
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
認
知

症
と
の
違
い

　

老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
認
知

症
と
の
違
い
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　

認
知
症
は
、
老
化
に
よ
る
も
の

忘
れ
と
の
区
別
が
付
き
に
く
い
病

気
で
す
が
、
老
化
に
よ
る
も
の
忘

れ
と
は
異
な
り
、
体
験
の
す
べ
て

を
忘
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
朝
ご
飯
の
内
容
で
は

な
く
、
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

認
知
症
は
、
主
に
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
と
脳
血
管
性
認
知

症
の
２
つ
の
種
類
に
分
か
れ
、
こ

の
２
つ
で
認
知
症
の
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

○
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　

脳
に
特
有
の
変
化
が
起
こ
り
、

萎
縮
が
起
こ
り
ま
す
。

○
脳
血
管
性
認
知
症

　

脳
卒
中（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
）等

に
引
き
続
い
て
起
こ
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
認
知
症

　

慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
正
常
圧
水

頭
症
、
脳
腫
瘍
、
非
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
変
性
疾
患
（
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
以
外
で
脳
に
変
性
を
き
た
す

病
気
の
総
称
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
慢
性
硬
膜
下
血
腫
や
正
常
圧
水

頭
症
な
ど
か
ら
く
る
認
知
症
は
、

早
期
な
ら
、
原
因
と
な
っ
て
い

る
病
気
を
治
療
す
れ
ば
、
症
状

が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
適
切
な
治
療
で
症
状
が
改
善
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

が
疑
わ
れ
た
ら
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
、
ま
た
は
専
門

の
病
院
へ
早
期
受
診
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
症
状
は
、
左
図
の
と

お
り
、
中
核
症
状
と
周
辺
症
状
が

あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
は
、
記
憶
障
害
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ

り
ま
す
が
、
健
康
な
心
は
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
無
理
矢
理
さ
せ
な
い
、
自
尊

心
を
傷
つ
け
な
い
等
の
接
し
方
が

大
切
で
す
。

　

ま
た
、
対
応
に
困
っ
た
時
な
ど

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
身
近
な
人

や
高
年
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
は

認
知
症
の
種
類

認
知
症
の
症
状

適
切
な
対
応
は
重
要
で
す

認知症老化によるもの忘れ

・体験全体を忘れる・体験の一部を忘れる

・記憶障害に加えて判断の障害や実行
機能障害 ( 料理 ･家事などの段取り
が分からなくなるなど ) がある

・記憶障害のみがみられる
　（人の名前を思い出せな
い、度忘れが目立つ）

・人や場所、時間を正しく認識しにく
くなる

・人や場所、時間はほぼ正
しく認識できる

・日常生活に支障をきたすことがある
（電話の取次ぎができないなど）

・日常生活に支障をきたさ
ない

認知症には中核症状と 
周辺症状があります　 

※周辺症状は、薬物療法・リハビリテーション・適切な 
　対応（介護）で改善することがあります。 
図：社団法人日本作業療法士協会発行「認知症の高齢者を抱える家族向けテキスト」を参照 

周辺症状 

幻覚・妄想 

不定愁訴 

不定愁訴：漠然とした体の不調の訴え 

多　動 

不活動性 

徘　徊 

不　眠 

中核症状 

（問題行動といわれるもので 
　人により症状はさまざまです） 

（脳の変化が原因して 
　直接起こる症状） 

・覚えられなくなる 
・人や時間や今いる場所が 
　分からなくなる 
・問題に直面したときに 
　判断がつかなくなる 

しゅう そ 

■老化によるもの忘れと認知症の違い


